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令
和
2
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
は
十
二
支
の
始
ま

り
「
ね
ず
み（
子
）」
年
で
す
。

現
在
は
あ
ま
り
見
な
く
な
っ
た
が
、

昔
は
朝
起
き
る
と
、
枕
も
と
を
よ
く
走

り
過
ぎ
た
も
の
で
す
。

さ
て
、
写
真
は
富
士
神
社
で
す
。
大

正
9
年
に
宮
本
農
場
長
の

奔
走
で
、
富
士
農
場
が
神

社
建
設
資
金
と
し
て
12
万

円
を
寄
付
し
、
以
久
科
の

林
仁
兵
衛
氏
が
棟
梁
と
な

っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
丁
度
１
０
０
年

に
な
る
祭
神
は
、
開
拓
の

神
で
あ
る
札
幌
神
社
の
分

神
と
天
照
大
神
を
祭
り
、

祭
典
は
毎
年
7
月
19
日
、

20
日
と
し
て
い
ま
す
。
大

正
と
い
え
ば
、
集
落
の
開
拓
初
期
で
、

慰
安
や
娯
楽
が
な
か
っ
た
の
で
、
祭
典

は
集
落
民
の
一
大
催
事
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、神
社
建
立
の
同
時
期
に
は
、

富
士
青
年
会
が
組
織
さ
れ
、
街
は
大
い

に
活
気
で
満
ち
て
い
た
と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
で
「
富
士
」
の
地
名
は
と
い

う
と
、
大
正
7
年
に
「
富
士
製
紙
」
が

農
場
開
設
と
同
時
に
、
小
樽
の
中
村
造

材
部
を
専
属
請
負
人
と
し
て
指
名
し
、

本
格
的
な
造
材
事
業
を
開
始
し
た
こ
と

が
地
名
の「
富
士
」の
由
来
で
あ
り
ま
す
。

現
在
で
も
毎
年
行
わ
れ
る
神
社
の
祭

典
に
は
約
50
人
が
集
ま
り
、
昔
通
り
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

10
年
位
前
だ
ろ
う
か
、
祭

典
に
余
興
が
必
要
だ
と
当
時

の
自
治
会
長
の
西
田
悟
氏
よ

り
依
頼
が
あ
り
、
お
や
じ
バ

ン
ド
と
し
て
出
演
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
神
社
は
鮮
や

か
な
ち
ょ
う
ち
ん
で
彩
ら
れ
、 

パ
レ
ッ
ト
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

盛
大
な
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
の

な
か
演
奏
を
し
ま
し
た
。
た

だ
一
つ
気
に
な
る
こ
と
が
…
我
々
が
こ

れ
か
ら
演
奏
す
る
曲
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
流
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
…
。
演
奏
中
、
プ
ロ

と
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
、
熱
い
夏
の

ひ
と
と
き
を
満
喫
し
た
思
い
出
深
い
富

士
神
社
で
す
。　
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社
の
はなし
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手作業でしめ縄作りを行う

祭典は、今も昔
も子ども達の楽
しみ
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を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

商
工
会
の
事
業
運
営
に
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
世
界
経
済
は
、
米

中
貿
易
摩
擦
は
徐
々
に
和

ら
ぐ
と
の
期
待
か
ら
、
全

体
と
し
て
は
緩
や
か
な
拡

大
基
調
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
英
国
に

よ
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
は
大

を
迎
え
、
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
、
町

政
全
般
に
わ
た
り
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
町
内
各

産
業
の
状
況
で
す
が
、
農

業
で
は
、
５
月
の
暴
風
被

害
に
よ
る
農
産
物
へ
の
影

響
を
懸
念
し
た
も
の
の
、

詰
め
に
入
っ
た
も
の
の
不
透
明
感
は
未
だ

に
残
り
、
ま
た
中
国
の
成
長
鈍
化
は
、
わ

が
国
の
輸
出
部
門
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、 

や
は
り
混
沌
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
で
は
昨
年
8
月
か
ら
10
月

に
か
け
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
や
大
型
台

風
が
続
き
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
で

15
都
県
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
以
来
と
な
る
昨
年
10
月

の
消
費
増
税
で
は
、
軽
減
税
率
導
入
と
と

も
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
時
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
の
対
応
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
増

税
後
の
消
費
は
伸
び
悩
み
、
景
気
へ
の
影

響
に
注
視
が
必
要
で
す
。

道
内
に
目
を
向
け
る
と
、
経
済
動
向
は

設
備
投
資
及
び
公
共
工
事
に
よ
り
全
体
と

し
て
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
と
さ
れ
、 

今
後
も
同
様
に
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
昨
年
の
町
内
の
基
幹
産
業
で
は
、

て
ん
菜
が
反
収
７
．
４
ｔ
と
過
去
最
高
を

更
新
、
小
麦
、
特
に
秋
撒
き
種
の
「
き
た

ほ
な
み
」
も
過
去
最
高
の
反
収
と
な
る
前

年
比
１
５
４
％
の
増
収
や
豆
類
の
増
収
を

受
け
、
農
畜
産
物
全
体
で
は
１
１
２
％
、

過
去
最
高
額
と
な
る
１
２
３
億
７
千
万
円

の
生
産
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
漁
業
で
は
、
主
力
魚
種
の
鮭
・
鱒

は
研
究
機
関
等
に
よ
る
報
道
か
ら
豊
漁
を

期
待
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
稀
に
み

る
不
漁
と
な
り
、
総
漁
獲
量
で
は
前
年
比

約
70
％
、
漁
獲
金
額
は
60
％
の
約
53
億
円

と
大
き
く
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
町

村
別
の
さ
け
漁
獲
量
は
17
年
連
続
日
本
一

を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

観
光
業
は
、
個
人
観
光
や
外
国
人
観
光

客
が
比
較
的
好
調
に
推
移
し
、
一
昨
年
の

秋
サ
ケ
漁
が
対
前
年
比
の
漁
獲
量
で
3
割
、 

漁
獲
高
で
4
割
程
度
下
回
り
、
資
源
回
復

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

で
は
、
対
前
年
比
1
割
以
上
の
生
産
額
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
一
部
地
域
で
は
強
風

に
よ
る
天
候
被
害
が
あ
り
、
ま
た
一
部
の

作
物
で
は
、
単
価
が
下
落
す
る
な
ど
マ
イ

ナ
ス
要
素
も
見
え
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
加
え
、
日
米
貿
易
協
定
の
進
展

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
の
影
響
は

大
き
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。た
だ
、

外
部
環
境
に
左
右
さ
れ
や
す
い
漁
業
、
農

業
は
今
後
の
あ
ら
ゆ
る
動
向
に
注
視
が
必

要
で
し
ょ
う
。
観
光
入
込
数
で
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
含
め
個
人
客
を
中
心
に
日
帰
り
、 

宿
泊
と
も
に
前
年
よ
り
小
幅
な
が
ら
増
加

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
商
工
会
は
町
内
の
商
工
業
振
興

策
と
し
て
、
斜
里
町
商
工
業
振
興
計
画
を

胆
振
東
部
地
震
等
へ
の
影
響
も
回
復
し
て

き
た
結
果
、
約
１
２
２
万
人
の
入
込
数
、

45
万
５
千
人
の
宿
泊
数
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
１
月
末
か
ら
行
う
「
知
床
流

氷
フ
ェ
ス
」
を
中
心
に
冬
の
体
験
型
観
光

イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
知
床
し

ゃ
り
へ
の
集
客
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域

と
協
力
し
な
が
ら
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
で
は
、
管
内
経
済
は
緩
や
か
に

持
ち
直
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す

が
、
依
然
厳
し
い
業
種
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
昨
年
策
定
し
た
商
工
業
振
興
計
画
に

よ
り
開
始
し
た
「
知
床
し
ゃ
り
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
は
、
様
々
な
事
業
所

が
専
門
家
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
で
、
現

状
の
把
握
や
課
題
解
決
、
今
後
の
事
業
展

開
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
な
ど
、
一
定
の
成

も
と
に
、
知
床
し
ゃ
り
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
よ
る
個
別
経
営
相
談
や
経
営
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、各
種
補
助
金
申
請
支
援
、

さ
ら
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
準
備

法
人
と
し
て
一
般
社
団
法
人
知
床
し
ゃ
り

の
事
業
運
営
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

第
四
次
産
業
革
命
と
い
わ
れ
る
こ
の
時

代
。
働
き
方
改
革
、
地
方
創
生
、
労
働
力

不
足
、
自
然
災
害
な
ど
の
課
題
は
、
も
は

や
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
革
新
技
術
に
よ

り
解
決
策
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
商
工
会
で
も
、
激
動
す
る
環
境
に
対

応
で
き
る
支
援
を
、
今
後
も
町
内
唯
一
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
行
政
や
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
企

業
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

果
が
見
ら
れ
る
状
況
で
す
。
引
き
続
き
新

た
な
支
援
体
制
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
こ
の

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
産
業
会
館
の
長
寿
命
化

対
策
を
行
う
こ
と
で
、
商
工
事
業
者
の
皆

様
に
は
再
び
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、「
ま
ち
の
経
済
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

様
々
な
利
活
用
が
出
来
る
施
設
と
し
て
の

再
整
備
を
進
め
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
少
し
で
も
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域

の
実
現
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
商
工
会
会

員
の
皆
様
及
び
従
業
員
の
皆
様
、
並
び
に

家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝

か
し
い
令
和

2
年
の
新
春

新年あけまして
おめでとうございます

斜里町商工会長　土 橋 利 文斜里町長　馬 場　　 隆

新
年
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝

か
し
い
令
和

２
年
の
新
春

新年のごあいさつ
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青
年
部
で
は
、
年
頭
の
伝
統
行
事
で
あ

る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
今
年
も
実
施
し
ま

す
。
し
か
し
、
焼
く
対
象
で
は
な
い
も
の

が
持
ち
込
ま
れ
る
例
が
年
々
増
え
、
そ
の

対
応
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
お
飾
り
や
針
金
な
ど
の
金
属

類
は
必
ず
取
り
外
し
、
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ど
ん
ど
焼
き
を
今
後
も
継
続
す
る
た
め

に
、
主
な
持
ち
込
み
で
き
な
い
も
の
を
左

記
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
絶
対
に
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
持
ち
込
む
際
、
深
夜
の
時
間
帯
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
ど
ん
ど
焼
き
実
施
日

『
ど
ん
ど
焼
き
』で
き
な
い
主
な
も
の

　

段
ボ
ー
ル
、
だ
る
ま
、
鏡
餅
、
み

か
ん
、
鏡
餅
の
台
、
神
棚
、
ロ
ウ
ソ

ク
立
て
、
人
形
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
写

真
、
手
紙
、
年
賀
は
が
き
、
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
目
録
、
引
出
物
、

金
属
類
（
飾
り
の
装
飾
品
）
な
ど

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
商
工
会

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

知
床
流
氷
フ
ェ
ス

　
幻
想
的
な
世
界
が

　
　
　
　
今
年
も
幕
開
け

　

4
年
目
と
な

り
定
着
し
た
冬

の
イ
ベ
ン
ト「
知 

床
流
氷
フ
ェ
ス

２
０
２
０
」
が

今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
「
ア
イ
ス
ド

ー
ム
」「
空
中

テ
ン
ト
体
験
」

「
ア
イ
ス
バ
ー
」 

な
ど
、
冬
の
知

床
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
、
幻
想

的
な
異
空
間
の
な
か
で
催
さ
れ
る
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
は
、多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

芸
術
的
な
氷
柱
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
会

場
で
販
売
し
て
い
る
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
や
ホ

ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
嗜
め
ば
、
非
日
常
的
な

一
時
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

　

期
間
中
は
毎
日
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

ち
な
み
に
斜
里
町
民
の
方
は
入
場
無
料
で

す
が
、
町
外
の
方
は
入
場
料
５
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

■
期
間
　
令
和
2
年
1
月
30
日
～
2
月
29
日

■
時
間
　
18
時
30
分
～
21
時

■
会
場
　
国
設
知
床
野
営
場（
ウ
ト
ロ
香
川
）

＊
悪
天
候
の
場
合
を
除
き
毎
日
開
催

　

12
月
2
日
、
斜
里
高
校
は
経
産
省
「
地

方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
」
の
高
校
生
・
中
学
生
以
下
の

部
門
で
、
道
経
産
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

同
日
午
後
4
時
か
ら
、
同
校
で
授
与
式
が

行
わ
れ
、
道
経
産
局
の
小
柳
津
総
務
企
画

部
長
か
ら
同
校
の
生
徒
7
名
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
5
回
目
。
地

域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

活
用
に
よ
っ
て
地
域
課
題
の
分
析
を
行
い
、 

地
域
を
元
気
に
す
る
よ
う
な
政
策
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
た
。

　

今
回
、
同
校
が
受
賞
し
た
作
品
は
、「
な

つ
か
し
さ
を
求
め
て
～
し
れ
と
ｃ
ｏ
ｌ
ｄ

で
ｈ
ｏ
ｔ
な
体
験
を
～
」を
テ
ー
マ
と
し
、

授
与
式
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
た
。

　

11
月
25
日
、
商
工
会
土
橋
会
長
と
長
屋

副
会
長
は
、
斜
里
町
役
場
を
訪
れ
、
斜
里

町
長
及
び
町
議
会
議
長
あ
て
に
八
項
目
に

わ
た
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、

各
関
係
行
政
職
の
方
々
と
の
面
談
は
約
2

時
間
近
く
に
わ
た
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

内
容
は
、
斜
里
町
制
度
融
資
の
充
実
、

快
適
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
継

続
、
移
住
・
交
流
事
業
の
支
援
や
空
き
家

対
策
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
組
み
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
特
産
品
活
用
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取

組
み
、
防
災
対
策
及
び
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
の
高
度
化
な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
。

　

作
品
は
、

地
域
振
興
や

経
済
活
性
化

の
視
点
か
ら

斜
里
町
の
農

業
、
漁
業
、

観
光
の
基
幹

産
業
の
デ
ー

タ
を
解
析
し
、 

台
湾
で
の
現

地
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
、
6

次
産
業
化
の
課
題
抽
出
、
経
済
効
果
試
算

な
ど
に
よ
っ
て
提
言
を
構
築
。
参
列
し
た

関
係
者
も
高
く
評
価
し
て
い
た
。

馬場町長へ土橋会長が要望書を提出

道
経
産
局
長
賞
を
見
事
受
賞
！

 

斜
里
高
生

　
鋭
い
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
披
露

商
工
会
、町
へ
要
望
書
提
出

ど
ん
ど
焼
き
の
開
催
と

　
　
皆
様
へ
の
お
願
い

青
年
部

令
和
２
年
１
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

斜
里
神
社
境
内
に
て
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▼
政
府
は
令
和
3
年
度
を

目
途
に
お
金
（
日
本
銀
行

券
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
更

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

〇
商
工
会
役
員
新
年
交
礼
会

　

◦
と　

き　

１
月
9
日
㈭　

午
後
6
時
〜

　

◦
と
こ
ろ　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス 

藤
苑

〇
第
２
６
７
回 

ふ
ら
っ
と
ナ
イ
ト

　

◦
と　

き　

１
月
10
日
㈮　

午
後
７
時
〜

　

◦
と
こ
ろ　

道
の
駅
し
ゃ
り 

及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
商
店
街

〇
女
性
部
新
年
交
礼
会

　

◦
と　

き　

１
月
26
日
㈰　

午
後
6
時
〜

　

◦
と
こ
ろ　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス 

藤
苑

〇
商
工
会
の
仕
事
始
め
は
１
月
６
日
㈪

そ
し
て
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
経
営
・

経
済
的
感
覚
を
フ
ラ
ン
ス
に
て
短
期
間
で

体
得
・
体
感
し
て
の
ち
帰
国
す
る
こ
と
に

な
る
。
さ
て
彼
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は

創
世
記
の
明
治
の
日
本
で
あ
っ
た
。

▼
そ
の
後
の
彼
の
活
躍
は
講
演
録
・
半
生

記
・
伝
記
の
『
論
語
と
算
盤
』
に
詳
し
い
。

官
僚
を
辞
め
る
と
約
５
０
０
の
会
社
を
設

立
、
約
６
０
０
の
社
外
役
員
と
し
て
事
業

に
尽
力
し
た
。
日
本
資
本
主
義
の
父
と
も

い
わ
れ
、
戦
前
2
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
候
補
と
も
な
っ
て
い
る
。
商
人
の
地
位

向
上
を
目
的
に
設
立
し
た
現
東
京
商
工
会

議
所
の
会
頭
を
長
く
務
め
た
こ
と
か
ら
商

工
会
と
の
縁
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
単
な

る
昔
の
人
の
い
い
オ
ジ
サ
ン
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
何
と
言
っ
て
も
「
道
徳
経
済
合

一
説
」
を
唱
え
生
涯
か
け
て
実
践
し
て
い

っ
た
方
な
の
だ
か
ら
…
。　
　
　
（
神
田
）

の
中
で
新
1
万
円
札
に
採
用
さ
れ
る
予
定

の
人
物
は
渋
沢
栄
一
で
あ
る
。

▼
さ
て
、そ
の
渋
沢
栄
一
が
斜
里
町
の
人
、

あ
る
い
は
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い

の
か
、「
誰
？
」、「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た

人
な
の
？
」
な
ど
と
質
問
を
さ
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
。
紙
面
を
借
り
て
少
々
紹
介

し
た
い
。

▼
渋
沢
栄
一
は
江
戸
時
代
末
期
、
現
在
で

い
う
埼
玉
県
深
谷
市
に
生
ま
れ
る
。
家
業

は
生
産
農
家
を
営
み
、
幼
い
こ
ろ
よ
り
学

問
の
素
養
深
く
混
沌
と
し
た
幕
末
時
代
を 

過
ご
す
。
思
想
的
に
は
尊
王
攘
夷
で
あ
っ

た
が
、
短
慮
を
指
摘
さ
れ
、
転
向
に
次
ぐ 

転
向
の
果
て
思
わ
ず
渡
仏
の
機
会
を
得
る
。

「
斜
里
に
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ

ト
を
」
と
熱
く
考
え
、
去
年
の
7
月
23
日

に
オ
ー
プ
ン
。

　

店
名
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
は
、
覚
え
ら
れ

や
す
く
、
全
て
の
原
点
に
戻
り
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
想
い
か
ら
。

　

収
容
人
数
は
50
名
以
上
。
定
期
的
に
地

元
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
や
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
大

画
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
）
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
竹
富

町
の
三
線
の
演
奏
や
手
ぶ
ら
で
来
た
方
が

楽
器
演
奏
を
始
め
る
な
ど
予
期
せ
ぬ
即
興

ラ
イ
ブ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
雰
囲
気
変
わ
れ
ば
、
地
元
青
年

団
体
の
会
議
や
敬
老
会
の
催
し
な
ど
様
々

な
用
途
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
コ
ン
サ
ー
ト
の
な
い
普
段
の

■
定
休
日

　
毎
週
日
曜
日

※
イ
ベ
ン
ト
が
入

っ
た
時
は
月
曜
日

に
な
り
ま
す
。

■
営
業
時
間

　
19
時
〜
翌
日
1
時

■
住
所
　

　
本
町
39
ー
12

■
電
話

　
26
ー
７
２
０
６

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

企業を訪ねて
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落ち着きのあるバーカウンター

っ
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
ー
ン
で
使

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
オ
ー
ナ
ー
は
熱
望

し
て
い
ま
す
。『
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
イ
ヤ
ー
。「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
日
本
を

応
援
し
、
盛
り
上
げ
た
い
』
と
今
か
ら
意

気
込
も
見
せ
ま
す
。

　

1
人
で
も
大
人
数
で
も
楽
し
め
ま
す
の

で
、
是
非
、
皆
様
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
野
）

日
は
、
シ
ャ
レ

シ
ャ
レ
な
店
内

で
優
雅
に
お
酒

を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
時

は
生
ビ
ー
ル
、

サ
ワ
ー
類
一
杯

５
０
０
円
、
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク

一
杯
３
０
０
円

と
通
常
よ
り
安
く
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
店
を
知 常備された楽器ですぐに演奏可

日本政策金融公庫 国の教育ローンのお知らせ
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【特　色】幅広い世帯年収の方に対応
　　　　 さまざまな学校・幅広い用途に対応
　　　　 日本学生支援機構の奨学金との併用もOK
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